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研究ノート
イギリスにおける家庭園芸市場の成長
荒．井 政
?
序
I 都市中流階級の郊外流出
I 郊外住宅地における園芸熱
皿 労働者には憧れの「庭つきの家」
IV 両大戦間における園芸の大衆化
(1) 「サマータイム」と園芸
(2) テューダー・ウォルターズ委員会の住宅改善勧告
(3) 庭つきの家を急増させた住宅政策
(4) 園芸の大衆化
序
どこの国でも昔から園芸の愛好家は多い。ことに都市化が進み，生活が機能化すれば，
生命を感じさせる緑や花に，心のゆとりや安らぎを求める傾向はますます強まるように思
われる。イギリス人は， しばしば「庭師の国民」 'Englandis a nation of gardners' 
と呼ばれるだけあって，男女を問わず家庭でガードニング（趣味の園芸）に凝っている人
が著しく多い。一戸建または二戸つづきの家では， たいてい門から玄関までの間が前庭
（フロント・ガーデン）になっていて，水仙が終われば次はチューリップ，イングランド
の花バラ，そしてシャクナゲと年中，花壇づくりに精をだし，裏庭（バック・ガーデン）
は芝生にして，ところどころに草花を植えたり，一部を菜園，果樹に利用したりしている
家も多い。庭のないフラット（アパート）住いの人でもフラット専用のプライベイト・ガ
ーデンで花をつくったり，窓辺に小さな植木箱（ウインドー・ボックス）をおいてゼラニ
ウムなどを楽しんでいる。毎年， 5月から6月にかけて，王立園芸協会その他の団体が主
催して，全国各地の庭園や公園で花の品評会や展示会が開かれる。中でも毎年5月下旬に
ロンドンで開かれるチェルシー・フラワー・ショーは世界的に有名で，女王によって開会
され，見学者は早朝から長蛇の列をつくっている。
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趣味の園芸は，魚釣りなどと同じように，ー通り器具を揃えたあとは，比較的金のかか
らないレジャー活動である。ところが園芸人口の膨張にともなって，園芸市場は急速に拡
大し，今日では一つの産業を支えるに十分な規模に成長している。断片的ではあるが，そ
れを誕づける幾つかの事実を紹介してみよう。
―まず女性の進出が著しいことである (NewSociety, 1964年4月23日）。伝統的に庭の手
入れは男性の仕事とされていた。ある調査によると，戦時中の1944年でさえ， 4軒のうち
3軒では男の仕事になっていた。ところが1950年には何らかの形で庭いじりする者は男性
が992,000人に対し，女性は850,000人に達していたという況
次は「リーダース・ダイジェスト」 (1968年7月号）の一論 'The Big Business of 
Dig Business'で，ここでは新しい芝刈機その他の園芸用品， 新種の生長調整剤，殺虫
剤，土壊改良剤その他の園芸薬品，科学者とナーセリーメン（種苗農園）の開発した「イ
ンスタント・ガーデン」，培養土その他，園芸家の夢を膨らますような色彩と香りの新種，
珍種に関する記事とともに，興味深い数字が目をひく。たとえば，バラの種類であるが，
「エリザベスー世の時代には，わずか1ダースほどしか知られていなかった。今日，イギ
リスのガードナーの5人に4人はバラを作っており，年間800万ボンドを支出する。彼ら
は数千種の中から好みのバラを選ぶことがきる」。「イギリスの家庭の5軒に4軒は庭をも
っている。 1,400万区劃の芝生， 苗床，花壇，小道，温室の面積は， ドーセット州の広さ
に相当する。そのうち緑を敷きつめた芝生だけでも50万エーカー (1エーカーは約4,000
平方メートル）を超えており，その広さは 3,500の農場に匹敵する。毎年そこを刈取るに
は12インチ幅で 300万マイル (1マイルは1.61キロメートル）の長さになる。毎年，われ
われは種子， 球根， 地下茎， 器具， 肥料，除草剤，殺虫剤，温室，手押し車，草刈機，
踏鋤，フォーク，移植ごて，物置，備品類に約8,000万ポンドを支払う。園芸市場 (the
big business of dig business)は急成長をとげて，最近，園芸市場の動向を調査した
12冊の "Contimart"総覧が1冊50ギニーで広告代理店やメーカーの間で引っばりだこで
売れていた」など汽
1970年のある推計によれば，植物，道具，その他の園芸関連商品に年間1億ボンド (1
ボンド=864円）が支払われ，その額は実質，年1096の割で伸びていた。書店の店頭に並
1) J. A. R. Pimlott,'A Nation of Gardners ?', New Society, 23, Apirl 1964, p. 
18. 
2) J. A. Maxtone Graham,'The Big Business of Dig Business', Reader's Digest, 
July 1968, p. 68. 
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ぶ刊行物の売れ行きから判断して，出版業界は趣味の園芸に関する手引書が着実に伸びて
いることを認めている。 BBCのテレビ番組「園芸クラブ」は 1956年から始まったが，
1963年には350万の視聴者をひきつけており，同じく BBCのラジオ番組．「ガードナーの
質問時間」も非常に好評である。他方， 1960年代末期の5大園芸誌は 200万部売れてお
り，新聞では全国紙，地方紙をとわず，ほとんどが園芸相談欄を設けている3)。今日，ィ
ギリスの趣味のガードナーたちがよく訪ねるのは，種子，苗，果樹，花木はもちろん，日
進月歩の園芸資材から敷石に至るまで，何でも取り揃えているガーデンセンターである。
そのような大園芸店は1960年代末期から登場したといわれ，インターナショナル・ガーデ
ンセンター協会の調査によると，全国に約600のセンター (1980年頃）があるという。各
センターは店舗のほか屋外に 500平方メートル以上の植物陳列場をもっていて，それ自身
がレク））エーションの対象にもなっており，年間およそ20万人の人びとが訪れているとい
ぅ4)。 このような家庭園芸・趣味園芸の隆盛は何時頃から，どのようにして発達したので
あろうか。
趣味としての庭づくり，園芸を楽しむといえば，古くは貴族やスクワイヤー（地方の大
地主）に限られていた。いわゆる「宮廷園芸」であった。中流階級が興隆する19世紀の間
に園芸人口は大幅に増加したが，それでも草花や花木を愛し，ガーデン・パーティを楽し
むことができたのは，家事使用人を雇用する経済的な豊かさと，心のゆとりをもっていた
エリートに限られていた。それが，第2次大戦が始まる1939年，ある論者は「われわれは
a nation of shopkeeper (商人の国民）と呼ばれてきたが，それと同じくらいの妥当性
をもって anation of gardners (庭師の国民）と呼べるだろう」と述べている。この表
現にはいささかの誇張が含まれていたとしても，第2次大戦後の20世紀中葉には家庭園芸
はまぎれもなくイギリス大衆の重要なレジャー活動になっていた。では，かつては限られ
たエリートの，富裕な中流階級のレジャー活動であった家庭園芸が，何時どのようにして
大衆のレジャーとなり，一つの産業を支えるほどの市場規模をもつに至ったのであろう
か。本稿では家庭園芸の大衆化を，庶民の住宅事情の改善，具体的には「庭つきの家」の
普及， という視点から考えてみたい。
3) Stephen Constantine,'Amateur Gardening and Popular Recreation in the 
19th and 20th Centuries', journal of Social History, Vol. 14, No. 3, 1981, p. 
387. 
4) J. Allen Patmore, Recreation and Resources, Leisure Pattern and Leisure 
Places, 1983, pp. 94, 254. 
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I 都市中流階級の郊外流出
ヴィクトリア時代の商工業の発展にともなう人口の大都市への集中（表1, 2)は，都
市の生活環境を悪化させた。とくにイギリス人口の約12彩 (1841年）を吸収しt~ロンドン
とか， 10年間 (1820-30年）に人口が40%以上も増加したマンチェスター， バーミンガ
ム，シェフィールドなど，大工業都市の労働者居住地区では特に劣悪であった。その惨状
は当時の社会改良家の告発や政府の調査報告に詳細に示されている。住居の過密，不衛生
は都市人口の高い死亡率にもみられる。 1841年，ィングランドとウェールズの平均余命は
41歳であったが，環境に恵まれたサリー州では45歳であり，環境の悪いロンドンは37歳，
リヴァプールは 26歳，マンチェスターでは24歳にすぎなかった。これほどの大差はない
が，似たような較差は同一都市の「健康」地区と「不健康」地区の間でも歴然としてい
た。多くの場合，住居の過密地区はまた貧困地区であり，病気，犯罪，アルコール中毒，
売春，不潔など，さまざまの害悪がそこに集中していた。大都市の都心はもはや子供をま
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表1 イギリスの都市人口の増加
都市の数（イングランドとウェールズ
1801 I 1841 I 1871 1 1901 I 1911 
20,000-100,000人
100,000万人以上
16 48 88 141 165 
1 7 17 33 36 
10万人以上都市人口の全体に占める比率
1801 I 1841 I 1871 I rno1 I 1911 
11 1 21 I 33 I 44 I 44 
（出所） F. Crouzet, The Victorian Economy, 1982, p. 96. 
表2 大ロンドンの人口
人口（千人） I全人口（ブリテン）に占める比率
1801 1117 1 
1841 2239 12 
1871 3890 15 
1901 6586 18 
1911 7256 18 
（出所） Crouzet, op. cit., p. 96. 
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ともに教育できる処ではなく，女性が安心して歩ける処でもなく，男が一日の仕事の疲れ
を癒すくつろぎの場でもなかった。ある程度の非行，犯罪，背徳，無秩序は都市生活につ
きものだが，ヴィクトリア朝初期の無計画に進んだ急速な人口膨張は都市の生活環境の悪
化を加速した。そのような情況の下で，富裕な中流階級は身の安全と生活の快適さを求め
てしだいに都心から郊外へ，農村へと移動していったのである。自家用の馬車をもつ豊か
な中流階級上層にとっては，都心を離れることに困難はない。道路さえ良ければ距離は余
り問題にならないからである。
富裕階級が都心から郊外へ流出するのは，都心に渦巻くさまざまの害悪から身を守ると
いう消極的な動機のほかに，自然に恵まれた環境の下で，田園生活をとり入れた新しい生
活のスタイルを楽しむこと，つまりカントリー・ジェントリーのライフスタイル，への憧
れがあった。この時代の成功した実業家，プロフェッショナルな知的職業家たちーー当時
の中流階級上層（アッパー・ミドルクラス）一ーの誰もが心に画いた理想のライフスタイ
ルであった。 19世紀初期のロンドンの場合， (1)ハムステッドやリッチモンド， トウィック
ナム，ハクニー，ボウ，グリニッチ，ダルウィッチ，バタシーなど，都心から10マイル以
内のところに拓かれた郊外住宅地， (2)ロンドン近郊農村に点在した広い庭をもつコッテイ
ジから成る別荘地， (3)舗装された幹線道路に沿って帯状に発展したイズリントンその他の
郊外住宅地， (4)ハンズタウン，サマーズタウン，キャムデンタウン，ケンジントン・ニュ
ータウンなど大手建築業者が開発した郊外住宅地が生まれた。一例をあげると， I日市街の
西の外れは， 19世紀の初めまでは貴族が住む最も近代的な高級住宅地で，広大な猟園の中
に豪華な大邸宅が建っていた。 19世紀半ば「イムペリアル・ケンジントン」と呼ばれてい
たその地域には，成功した知的職業人，マーチャント，資本家たちが旧市街から移ってき
て，地位と富を誇示する邸宅を建てた。 1837年から1856年まで続いた長い建築ブームの結
果，そこにロンドン郊外の高級住宅街が出現したのである5)。隣家から隔離された広い庭
園のある邸宅が建ち，一帯の地価が高騰すれば，ステイタスや所得の低い者が入り込む余
地はなくなっていく。塀や生垣で囲まれた一画は外の社会から隔離されており，入口には
門番がおかれ，無用の者を通さない。交通機関が便利になれば，近郊農村の宅地化に拍車
がかかる。そのめまぐるしい移り変わりについて， 1868年に美術家チャールズ・イースト
レイクは「春に歩いた牧草地がクリスマスには人通りの多い街路に変わっているのに気付
いても何ら驚くにあたらない」といっている6)。
5) John'Burnett, A Social History of Housing 1815-1970, 1980, pp. 105-5. 
6) Marjorie & C. H. B. Quennell, A History of Everyday Things in England IV 
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自家用の馬車をもつほどの富裕な中流階級上層の郊外流出の傾向は，工業都市その他の
大都市でも同様であった。 1830-1850年頃のマンチェスターでは郊外の農村的雰囲気のた
だよう眺望のよい高台に，高級住宅がつくられた。そうした小さな牧歌的理想郷（アルカ
ディア）の模様をエンゲルスは1844年に，次のように述べている。
「上流のプルジョアジーは，チョールトンやアードウィックの比較的はずれにある庭の
広い別荘ふうの邸宅 (Villas)か， チータムヒル，ブルートン，ペンドルトンの高台に
一つまり，のびのびとした健康な田園の空気にひたりながら，荘麗で快適な邸宅に住
んでおり，この邸宅のかたわらを15分ないし30分おきに市中へかよう乗合馬車が通りす
ぎていくのである。このさい，この上もなくすばらしいことは，これらの富んだ貨幣貴
族たちは，労働者地区のまっただなかを通り，近道をぬけながら， しかも右にも左にも
見出されるはずの，不潔極まる貧窮状態のすぐそばまで来ているのだということに気づ
きもせずに，都心にある自分の事務所へゆくことができるのである」1)。
また，・マカロックによれば， 1850年頃のシェフィールドでも「町全体の煤けた，むさ苦
しさ」とは対照的に， 「周辺の田園地帯はこの上なく美しく， どちらを向いてもシェフィ
ールドの金持の銀行家，マーチャント，製造業者たちの無数の立派な邸宅 (Villas)で飾
り立てられていた」8)という。
快適な郊外に住み，都心の職場へ通勤するエリートと，市内に住み市内で働く大衆に，
社会が分化していく姿は，例えばロンドンで働らく者の通勤事情にも反映している。 1854
年の證会の調査報告によれば，ロンドンヘの通勤者のうち52,000人は自家用の馬車か雇い
の馬車でやってくる。 88,000人は乗合馬車， 54,000人は郊外からターミナル駅まで汽車，
30,000人が汽船，その他の 400,000人近い者は徒歩通勤者であった。どの鉄道も都心には
乗り入れていないので，市内は徒歩か乗合馬車であった9)。 ところが， 1870年代からロン
ドンの交通事情は大きく変わり始めた。 1863年1月に鉄道のターミナル，パディントン駅
1851-1914, 1958, p. 75. 
7)エンゲルス，武田隆夫訳『イギリスにおける労働者階級の状態」 1960,p. 68. 
8) J. R. McCullock, A Dictionary, Geographical, Statistical . in the World,1851, 
I, p. 678-cited by D. Canadine,'Victorian Cities: How Dfferent ?', in Social 
History, No. 4, 1977, pp. 460-61. 
9) P. Bagwell, Transport Revolution from 1770, 1974, p. 135. 
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からシティのファリンドン・ストリートまで6キロメートルの「メトロボリタン」が開通
した。世界最初の地下鉄である。 1884年には「インナーサークル」が完成して，主要な鉄
道のターミナル駅は地下鉄で結ばれた。また1870年の路面鉄道法 (TramwaysAct)以
降，市内の路面鉄道（馬力，のち電力）も輸送力が増大し，運賃が低下して市内交通は格
段に便利になる。 1864年から朝夕の通勤時間に割引運賃が採用され， 30年後には郊外から
の通勤者の約¼は労働者割引切符を利用するようになっていた10)。都市交通の発達は，地
方の大都市でも同様に進行した。
郊外と都心の間， および市内の公共交通機関が便利になり，コストが低下するにつれ
て，中流階級下層ないし労働者階級上層（労働貴族層）の郊外への移動が始まることにな
る。このことは1820-1870年の富裕な中流階級の郊外住宅黄金時代ーー広い庭園に一戸建
の邸宅，複数の家事使用人，自家用の馬車による通勤，貴族・ジェントリーを真似た小型
の貴族的田園趣味の生活ー＿に終止符を打つことを意味する。商店主， 中小企業の経営
者，それに1870年代から世紀末にかけて，サービス産業の発達にともなって台頭してきた
ホワイトカラーから成る， いわゆる中流階級下層（ロウアー・ミドルクラス），それと時
に労働貴族と呼ばれた高給の熟練労働者層，年収の幅でいえば，前者の300ボンドと後者
の150ボンドの間の者が新しい郊外族となる。ある人の表現をかれば，「彼らは金持の食卓
からわずかのパンくずを掴みとって，富者が末だ手をつけていない郊外の一角に移ってい
った」わけである。その結果は， 中流階級上層が郊外に築いたゆったりした田園住宅地
に，二戸つづきのセミデタッチドや長屋式のテラスハウスが建ち並ぶようになり，「郊外
の劣等化」をひきおこすことになる。
新しい郊外族の流入によって，自らのテリトリーを包囲され，スボイルされたエリート
たちは，結局，そこを脱出して他に新しい高級住宅地を求めざるをえなくなる。彼らが去
ったあとの住宅は，学校や施設になったり，壊されて店舗やパプになったりしたが，道路
や下水施設，アメニティの劣等化は避けられなかったという II)。
一方，都市では中流階級，その下層，熟練労働者階級が郊外へ流出すれば，都心の過密
10) Ibid., pp. 134-5. 
11) S. M. Gaskell,'Housing and the Lower Midldle Class, 1870-1914', in G. 
Crossick(ed.) The Lower Middle Class in Britain, 1977, pp. 159-62: Richard 
Rodger,'Political Economy, Ideology and the Registanee of Working-Class 
Housing Problems in Britain, 1850-194', Internationl Review of Social History, 
32, 1987, pp. 109-143. 
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はいくらか緩和されることになる。変化がもっとも際立ったのはロンドンの金融街シティ
である。ホワイトカラーが多かったこの地区は， 1801-1851年の間， 人口は約130,000人
で推移してきたが，その後激減して， 1901年にはわずか27,000人になった。しかし昼間こ
こでは 300,000人以上が働いていたのである12)。
n 郊外住宅地における園芸熱
郊外にできた中流階級の住宅は一戸建（デタッチド・ハウス）， 二戸つづきの「セミデ
タッチド・ハウス）または，数軒がつづいている西洋式長屋の「タウンハウス」で，家の
風格やプライバシーの点からいってデタッチドが理想的だが，家賃が高いので，現実には
セミデタッチドが多かった。中流郊外住宅街の特徴は，すべてが「庭つきの家」というこ
とである。庭の広さはまちまちだが，¼エーカー (300坪）ないし 10エーカー (12,200坪）
以上が多かったようである。部屋数や庭の広さはちがっても， ともかく空気がよい田園
に，庭つきの一戸建に住み，ガードニングを楽しむ，という都市居住者とは異質のライフ
スタイルー一これがヴィクトリア時代に生まれた郊外居住者 (suburbans)の生活の特徴
である。すでに1841年に，園芸誌 TheGardners'Chronicleは「庭園は今日では，経済
的にゆとりのある人のちゃんとした家には不可欠の要素になっている」といっている。貴
族・ジェントリーに比べてスケールは遥かに小さいが，ヴィクトリア時代の中流階級はよ
うやく待望の田園生活を手に入れたのである。自然を楽しむこの快適な郊外生活ー一それ
はイギリスを「世界の工場」にし，最初の工業国家の建設をリードした，勤勉なミドルク
ラスに贈られた賜であったといえる。
1867年に創刊された園芸誌 TheGardnerの最初のページで，編集者は下記のように，
中流階級の住む郊外住宅地に，園芸趣味が流行しつつあったことを示している。
「鉄道の発達以前には都市に住んでいたが，今日では農村に住むようになった人びと，
職務から解放された余暇時間を，人手を借り，あるいは借りずに，自分の庭を手入れす
る人びとは，ずい分大きな社会層になっており，ますます増大する傾向にあるが，われ
われの願いは，そうした人びとに本誌を活用していただくことである」13)0 
また1870年に創刊された園芸誌 TheVilla Gardnerの編集者も，「多忙な都会生活の
12) F. Crouzet, The Victorian Economy, 1982, p. 9. 
13) The Gardner, 1, 1867, cited by Constantine, loc. cit., p. 388. 
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不安と騒音から逃れて，田園の自由な空気，小ぎれいな郊外住宅を求める風潮が，豊かな
人びとの間で著しい特徴になっており，社会的必要条件の一つになっている」ことを認
め，同誌が「庭仕事をもっぱら気分転換の手段と考えている一般社会層ー一つまり「郊外
住宅や別荘 (SuburbanResidence and Villa)の住人たち」を読者対象としていること
を明らかにしている。以上のほか，中流階級の家庭園芸家向けの安価なウイークリーとし
て TheGardenが1871年， GardeningIllustratedが1879年， AmateurGardening 
が1884年に創刊されており， 家庭園芸の手引書の類も大量に出版された。その中には
サミュエル・ビートン (1831-1877年）の多数の園芸書も含まれている。彼の「日用園芸
事典」 (Beeton'sDictionary of Every-Day Gardening, 1874)は，夫人の有名な「日
用料理事典」 (Dictionaryof Everyday Cookery)の姉妹本であるが，彼はその「はしが
き」の中で「一家の主婦にとって家政の知識を欠かせないのと同様に，庭をもつ者にとっ
ては庭作りの知識は欠かせない」と述べている。出版物のほか，地方都市に多数の園芸同
好会が生まれ，品評会が開催されたことも家庭園芸の普及を物語っている14)0 
新しい郊外住宅地で園芸人口が増加した結果， 19世紀末期には，園芸は広い裾野をもっ
一つの新しい産業に成長していった。苗木の生産販売をおこなう種苗農園（ナーセリー）
は膨大な数にのぼり，広告宣伝，通信販売，種子の包装や苗木の荷造には新しいシステム
が開発された。新種や珍種の植物 (greentreasure) を世界各地に探し求める新しい商
売も生まれ，それ自身が一つの産業となった。芝刈機，温室，暖房器具，園芸用具の需要
が増大したことはいうまでもない。人手の需要もふえた。家事使用人をおくこと—―—それ
はヴィクトリア時代の中流階級を労働者階級から区別するステイタス・シンボルであった
が，庭師として雇われる家事使用人の数は， 1881年にはおよそ75,000人であったが， 1911
年には120,000人に近づいていた15)0 
中流家庭に流行した園芸趣味は，多くの園芸誌の論者によって，理想的レクリエーショ
ンと称えられ，さまざまのメリットが指摘された。日頃，職場で神経をすり減らすことの
多い社会層にとって，余暇をいかに適切に過ごすかは，重要な問題である。スマイルズの
「自助論」が称賛されたこの時代には， レジャーはともすれば，怠惰や惰落とみられがち
であった。しかし家庭園芸を楽しむことは，誰の眼にも健全なレクリエーションと映っ
た。適度に手足と頭を働かすからである。そのほか「花の栽培は，それに心身を打ち込め
る人にとっては，最も愉しく，健康なレクリエーションの一つ」，園芸は「上品で知的な」
14) Constantine, lac. cit., p. 389. 
15) P. Horn, The Rise and Fall of the Victorian Servant, 1975, pp. 71-2. 
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行為，「園芸は最も純粋な人間の愉しみであり， 人の心を癒やす最大のリフレッシュメン
ト」，「心身を健康にする特性」，「疲労，胃弱の苦痛， 日々の仕事による心労を除く方法と
して，園芸に優るものはない」とされ， それらのメリットを総合して，「適度に熱心であ
れば，園芸は心身に最も良いレクリエーションの一つである。精神面でいえば，穏やかな
心で，ふだん自然に接することによって，張りつめた神経を心底から解きほぐしてくれ
る。それによって自然を観察し反応する習慣が涵養され，新らしい健全なさまざまの興味
は生活に張り合いを与えてくれる」といわれた16)0 
皿 労働者には憧れの「庭つきの家」
「ガーデン」とか「ガードニング」といえば，かつては上流階級のものであったが，ヴ
ィクトリア時代には，スケールはずっと小さいが，中流階級もそれに親しむようになる。
彼らは郊外生活を通じて，精神的，肉体的レクリエーションの源泉として，庭のもつ積極
的な役割を理解していた。なかでも社会改良家やパターナリスティックな企業家は，都市
労働者の家庭にも庭と園芸を導入し，農村文化をとり入れた健全なレクリエーションを広
めることによって，彼らのモラルの向上をはかろうと意図していた。というのも労働者の
間にみられた怠惰，放縦，深酒，賭博，浪費の弊害，それに基づく大衆行動にもっとも費
威を感じていたのは，ほかならぬ中流階級，雇主階級で，彼らは労働者のモラルの向上に
っとめることが，ひいては社会の秩序を守り，「二つの国民」の分裂からイギリスを救う
ことになる， と信じていたからである。
1849年，建築家の C.B. アレンは，粗末な住宅が社会的緊張を高め，不節制，不道徳，
犯罪をひきおこしていると主張し，チャドウィックの1842年の報告「労働者階級の衛生状
態」を引用している。「よく手入れされた庭をもっていて， 主人の余暇時間が， 楽しく有
益につかわれているような改善された住い（コッテイジ）を訪ねると，主人は度たび居酒
屋に行きたがらないし，夕方家を空けることもないことが分かるだろう」17)。
1858年，都市園芸ジャーナリストのサミュエル・ブルームは，社会科学会議の席で，次
のように貧民に対する庭の効用を強調した。
「貧民が彼らの狭い庭で楽しそうにしている様をみるのは，まことに気持の良いもので
す。彼らの言うには，庭があるお陰で朝夕の空いた時間を活用できるし，夕方パプに通
16) Constantine, loc, cit., p. 389. 
17) Ibid., p. 390. 
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うこともありません。花を観にくる訪問客は，おのずと消潔な家や子供が眼にとまりま
す。近所の人びともそれを見習うから，次から次へ伝わっていきます。私はすでに12の
草花の同好会に加入しています。会のメンバーは 50~100人ですが，会員の中には卑劣
な者は一人もいません。花の愛好家で身持ちの悪い者は滅多にいないものです」18)。
庭と園芸の趣味が，都市生活の弊害を除く解誨作用をもつことを強調した人は多い。
Amateur Gardening (1886年）の編集者の論説にもそれがみられる。
「社会を悩ましている諸悪ー~例えば深酒，放縦，道徳一般のゆるみ，無信仰ー一一の原
因に眼をむけるとき，われわれは過誤—ー一個人的にも，またさまざまの利害関係者や階
級との関連においても一~のほとんど総べては，快楽の飢えにその原因があることに気
づ・くであろう。……今日，われわれが為すべきことは読者諸衷，わけても慈善家の方々
が，貧困階級に眼を向け，彼らが花の美しさに心ひかれ，ペットの所有者や飼育者にな
ってくれるならば，酒，賭博，喧嘩口論をしなくなり，彼らもまた多くの善事を成し遂
げる可能性のあることに気付いていただくことである。勤労大衆を改善向上させる最も
確かで安全な方法の一つは，彼らに無害のレクリエーションを与えることである」19)。
園芸を労働者階級のモラルの向上に役立てよう一ーという主張はしばしば聞かれたが，
ヴィクトリア時代や次のエドワード時代の都市（農村の場合20)は別）で，労働者階級の間
に趣味の園芸が広まったことを示唆する史実はあまり多くない。たとえばロンドン市内の
一角でブルームズベリ一家やシャフッベリー伯が労働者階級の庭師のために，毎年フラワ
ーショーを開いて賞金を出した例，ランカシャーのサルフォード市の公園局が住民にバケ
ツー杯のローム（土）を 1ペニーで売り，スラムの住民に花づくりを奨めた話，貧民向けの
安い園芸手引書が発行され，薬尿に土を混ぜた堆肥のつくり方や，羊の奨と雨水を混ぜた
室内栽培植物の肥料のつくり方などを教えた事実， 1840年代， 1850年代に一部の貴族たち
18) S. Martin Gaskell,'Gardens for the Working Class: Victorian Practical 
Pleasure', Victorian Studies, 23, 1980, p. 488. 
19) Constantine, lac. cit., p. 391. 
20)囲い込み（エンクロージャー）によって失う共同地利用権の代償として，農村労働者
は菜園（アロットメント）を与えられたが，そこでは主として自家消費用の馬鈴薯，
苺や野菜，果実，バラの栽培が盛んであった。
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（ウィンチェルシー伯，グレイ伯，バッキンガム侯等）が自己の所領に庭つきの労働者住
宅を建て， 園芸を奨めた例が知られている。中流階級の業績で最もよく知られているの
は，労働者住宅の改善を提唱した少数のパターナリスティックな実業家と田園都市運動家
の成果である。
(1) キャドペリーのボーンヴィル「ガーデン・ヴィリッジ」21)
ジョージ・キャドベリー (1839-1922年）はクエーカー教徒で，有名なチョコレート・
メーカー，博愛主義者，都市計画や工場改革のパイオニア，自由党政治家，ニュークロニ
クル紙の発行者として知られる人物である。彼はクエーカー教徒としての宗教的信念と，
若いときバーミンガムで成人学級の教師を務めた体験から，人と自然との素直な触れ合い
が，人の心を純正にすることをさとった。ポーンヴィルに「庭園の村」を創った動機も，
従業員をバーミンガムの過密住宅や産業都市の公害から解放するだけでなく，ゅったりし
たオープンスベースを用意して自然に親しんでもらい，心身ともに休まるコミュニティを
創りたいというパターナリスティックな経営理念によるものであった。こうした理想はす
でにロバート・オウエンが考えていたことであり，ウィリアム・リーヴァも実行している
が，ボーンヴィル住宅団地の特徴はキャドベリーの従業員に限定しなかったことである。
1895年，ジョージは工場から約1マイルほど離れたところに 140エーカー (17,140坪）
の土地を購入し， 1年以内に 200戸を建てた。当初は売却のつもりであったが，投機的業
者が入りこんだため賃貸住宅とした。住宅地のレイアウト，規模，庭，共用空間などすべ
て彼自身が決め，芝生，樹木，花壇，池で区切られた広い住宅地ができた。 1901年，財産
172,000ボンドはボーンヴィル・ヴィリッジ財団に譲渡されたが，そのさいの信託証書も，
住宅が全教区の％を超えないこと，道路や庭園に加えて，土地の％以上を公園としレクリ
エーション用地として保留することを保障している。
ボーンヴィルの庭園がもたらした経済効果はどれほどであったか一~ トの結
果，庭園の広さは294平方ヤード (74坪）ないし650平方ヤード (164坪），平均425平方ヤ
ドー (107坪余）で，年間を通じて週平均純収入は 2シリング (1エーカー当りの年収に
換算して58ボンド18シリング5ペンス）になったことが分かった。わずかの庭や菜園が都
市の真面目な労働者にもたらす趣味と実益の大きさが，社会改良家や園芸家の活動を一段
と刺激したことはいうまでもない。園芸の価値に対する認識の高まり，膨張し続ける都市
21) B. G. Murray,'Cadbury, George'in Dictionary of Business Biography; 
Gaskell,'Garden for the Working Class', Victorian Studies, 1980, pp. 498-
99; w. アシュワース，下聡恭監訳「イギリス田園都市の社会史』 1987,pp. 153-55. 
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に対する批判，オープンスペースの維持と自然にふれることの必要性ー一このような時代
の主張が，後述の「田園都市」運動を導くことになるのである。
(2) リーヴァのポートサンライト22)
ウィリアム・リーヴァ (1851-1925年）は家父長的・温情的な企業家で， リーヴァ・ブ
ラザーズ（世界最大級の石鹸・マーガリンメーカー， ユニリーヴァの前身）の創業者，
1927年に子爵。彼はバークンヘッド（ランカシャー）の南方 3マイルのところに， 1888 
年，模範的工場村ボートサンライトの建設に着手した。利潤分配 (profit-sharing)とい
う彼の経営ヴィジョンを実現するためであった。会社は毎年末に，利益の一部を個々の従
業員に現金の形で支給する代りに，従業員全体のための福利厚生施設をつくろうという構
想で，彼の言葉をかりると，「（支給された） 8ボンドはすぐ出ていって，何本かのウイス
キーやキャンデーやクリスマス用の太ったガチョウになって口に入ってしまうだけで，
大して諸君の役には立たない。そこで，もし諸君が私にその金をつかわせてくれるなら
ば，私は諸君に喜こんでもらえるようなもの。一一具体的には小ぎれいな住宅， 快適な家
ボートサンライトのリーヴァ社宅
石炭置場
中庭
2階
フィー ト (30cm)
0 10 20 
1階 ― （出所） Burnett,op. cit., p. 179. 
22) W. J. Reader,'Lever, William Hesketh', in Dictionary of Business Biography; 
Dictionary of National Biography; John Burnett, A Social History of Housing 
1815-1970, 1978, pp. 178-79 ; アシュワース，前掲審， pp.155-56; 天川潤次郎「企
業家と労働者」，小林，米川，福応編『西洋経営史を学ぶ（上）』1982。
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庭，そして健全なレクリエーション一＿にそれを使いたい。私はそれ以外の方法で利潤分
配をしようとは思っていません」23)。その結果，ゆったりした敷地に720戸の良質な住宅が
建ち，集会所， プー ル， 野外劇場， 日曜学校， 村営旅館その他のアメニティが整備され
た。住宅は二戸つづき（セミデタッチド）またはオープンスペースで区切られた4~6戸
続きのテラスハウスで，会社が管理する広い前庭がついていた。 1エーカー（約1,200坪）
に8戸だから，当時の都市の労働者住宅に比べると遥かにゆったりした建て方になってい
た。前ベージの図はその一例であるが， 6坪ほどの小さな中庭がついている。
(3) ハワードーーレッチワース田園都市24)
E. ハワード (1850-1928年）『明日一真の改革に至る平和な道』 (1898年）ー一fのちに
「明日の田園都市」 (GardenCity of Tomorrow, 1902)と改題ー一によって田園都市
運動の口火が切られた。彼の構想した「ガーデン・シティ」は，人口約3万の職住一体と
なった理想的な田園都市で，それを実現するために1899年に田園都市協会 (GardenCity 
Association)が創設された。 1902年， 彼は資本金2万ボンドの田園都市パイオニア会社
を設立，翌年，授権資本30万ボンドの第一田園都市会社を設立して，ロンドンの北方レッ
チワースに用地を購入した。役員の大部分は成功した実業家たちであった。こうして最初
の田園都市レッチワース (1904-1913年）とそれに続いたウェルウィン (1913-1919年）
の2つの田園都市が実現し，これまでの無計画な都市成長に終止符を打つとともに，新し
い都市計画時代の幕開けを印象づけたのである。
おもうに田園都市運動は，ヴィクトリア時代を通じて高揚してきたさまざまの主張ー一•
園芸の価値に対する認識の高まり，無秩序な都市の成長に対する批判，オープンスペース
を維持することの必要性， 日常生活における人間と自然のふれあいの大切さに対する認識
の深まり一のいわば論理的帰結であったともいえよう。「ガーデン・シティ」をめぐる
論者の構想は必ずしも一様ではなかったが，この運動に共嗚した人びとの共通の目標は都
市の住宅と庭園をリンクさせて住み心地のよい街をつくることであった。
(4) 鉄道会社の社宅25)
23) Reader, lac. cit., pp. 748-49. 
24) E. ハワード，長素連訳「明日の田・園都市」 1968;Gaskell,'Garden for the Wor-
king Class', Victorian Studies, 1980 ; アシュワース，前掲書， pp. 163-66. 
25)荒井政治， 「イギリスにおける鉄道の発達と社会」， 関西大学経済政治研究所， 研究
双書， No. 57, 荒井政治・ 原田聖二著， 1985;W. H. Chalonar, The Social and 
Econ叩 icDevelooment of Cre,; 1780-1923, 1950,p.48. 
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ヴィクトリア時代の初期に大鉄道会社が鉄道工場を中心につくった「鉄道都市」は代表
的な建設都市であり，企業都市，いわゆる企業城下町であった。企業のスケールからいっ
て，当時のイギリスの鉄道会社は，世界的にも最大級の企業で，それらの大会社が計画的
につくった町であるだけに，公園，運動場，その他のアメニティの点でもよく整備されて
おり，従業員の社宅も庭つきの良質のものであった。 6つの鉄道都市一ーウールバート
ン，スウィンドン，クルー，その他ー一の一つ，グランド・ジャンクション鉄道が建設し
たクルー（チェシャー）の社宅について， 1846年の記録は次のように述べている。
「社宅は4等級に分かれている。まず第 1級は上級職員用のヴィラ風ロッジ，その次ぱ
2番目に高い地位の者が住む装飾付ゴシック様式住宅，機械工の住まいは4世帯用のア
パート（デタッチド・マンション）で，庭と別々の出入口がついている〔これが評判の
ブロックハウスである〕。そして最後が一般労働者に喜ばれる 4つのアパートからなる
小ざっぱりとした住宅で，柱廊玄関の中に戸口がついていた。第 1, 第2級および第3
級の住宅にはすべて庭園と中庭がついており，第4級の住宅にも庭園がついていた」26)。
以上のように，労働者の住宅環境を改善し，園芸趣味を広め，モラルを高めようという
社会改良家の努力や，温情主雑的な経営者のモデル住宅の例は散見されたが，その恩恵を
うけて，庭つきの家に住んだ幸運児は都市労働者のほんの一部にすぎなかった。都市の労
働者には庭いじりをする余暇は少なく，煤煙に汚れた大気は園芸を妨げたかもしれない。
しかし園芸の普及を妨げた最大の阻害要因は庭をもたないことであった。庭は子供の遊び
場，物干し場，物置き場であり， 日光浴の場でもあって，園芸はその一つの用途にすぎな
いが，それを楽しむためは，やはりなにがしかの庭が必要になる。その庭は，人口の都市
集中にともなう地価高騰によって押し潰され，大衆にとって庭つきの家は高嶺の花になっ
てしまった。その実態をバーミンガムとヨークについてみてみよう。
都市の勤労大衆の住居は地方の事情や個人の所得水準によってかなり差があるが， 19世
紀には庭つきの家に住む者は幸運児であったといわねばならない。第2次大戦の直前にバ
ーミンガムでなされた調査によれば，地区のほとんど全戸が第1次大戦前の建築物という
中央地区では，調査した全世帯の％がなんらかの「庭」をもっていた。どこの都市でもそ
うだが，これら「ガーデン」と称するものの実体はさまざまで，お粗末なのはコンクリー
26)荒井政治，前掲論文。
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卜舗装の裏庭に並べられた植木箱や桶のことで，上等なのは上級職人の家についている前
庭と裏庭のことである。それらの庭は， 1875年の公衆衛生法に基づく地方条例に準拠して
設けられたものであった。たとえば，バーミンガム市の条例に基づいて1878-1884年に建
てられた522戸について検討した結果， 4096は前庭をもっていたが，その平均面積はわず
か50平方フィート(1.3坪）にも満たなかった。また B.S. ラウントリーのヨーク調査「貧
困一都市生活の一研究」 (1901年）においても， ョーク市の労働者世帯で， 彼のいう第1
級の家に住むのはわずか12%の豊かな熟練職人層であった。その一部には小さな前庭 (10
~12平方ヤード~2坪半か 3 坪）がついていた。裏庭は「庭」と呼べるようなものではな
く，隣家との狭い境界線にすぎなかったというZ7)。大都市の職人たちが，かつての憩いの
揚を失っていった事情は，チャドウィックの例の報告書 (1842年）に収録されたバーミン
ガムの例からもうかがえる。
「半世紀ほど前までは，町の周囲には庭で区切られた土地があって，機械工は 1ギニー
か半ギニーで賃借していた。そこでは 1日の仕事を終えた機械工が夕方のひとときを健
康で簡単な庭仕事をして大そう楽しそうな様子がみられた。その土地が今では建て混ん
でしまって， 町の機械工たちはしだいに有益で健康なレクリエーションの場を失いつ
つある」28)。
工業化による人口の大都市集中，地価上昇，労働者の低所得，通勤の不便が進むなか
で，政府・自治体の対策が消極的で，市場原理に任せておけば，住居の過密化は必然であ
り，庭のスペースは圧縮されざるをえない。家庭園芸の大衆化のためには，結局，戦間
期における政府の強力な住宅対策を待たねばならなかったのである。
w 両大戦間における園芸の大衆化
園芸の大衆化のためには，まず大衆が庭つきの家に住めるようになることであるが，そ
れを可能にする条件の一つは所得水準の向上である。統計によれば， 1938年の平均実質賃
銀は1914年のそれを約30彩上回っている。これに家族の収入と産児制限による子供の減少
27) B. S. Rowntree, R。verty,A Study of Town Life, rep. 1910, pp. 147-48. 
28) E. Chadwick, Report on the Sanitary Condition, 1942, ed. by M. W. Flinn, 
1965, pp. 335-36. 
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を考慮に入れると，労働者世帯の生活水準はおそらく70彩近く向上していたであろう 29)。
他方，レクリエーションを可能にする自由時間はどうか。 1870年代の初めから第1次大戦
まで，労働時間は 1日9時間労働が標準であったが，第1次大戦(1914-1918年）後は8時
間（週47-48時間）になった。その後は1940年代末期（週44-45時間）までほとんど変っ
ていない30)。土曜日半休制はすでに一般的になっていた。もっとも一部の労働者は通勤時
間の延長によって，自由時間はさほどふえなかったかもしれない。
(1) 「サマータイム」と園芸
ところで，園芸の普及という視点から注目すべきは， 1916年からサマータイム（夏時
間）が導入されたことである。イギリスでは夏と冬の日照時間のちがいが大きく，夏の1
日はほんとうに長い。いわゆる「サマータイム法」は daylightsaving (日光節約），っ
まり日光の浪費を防ぎ，それを有効に利用するために，夏の数力月間，グリニッジ標準時
間を1時間進めるというもので， 1916年5月21日から実施された。発案者はウィリアム・
ウィレット (1856-1915年）で， 1908年に議会に提案されたが見送られている。 1916年に
実験が開始されたことからも分かるように，サマータイムは本来，戦時経済政策の一環で
あった。
当時の「タイムズ」はサマータイムの効用について，「日光と健康」その他さまざまの
視角からキャンペーンを展開している。その一つ「庭園の「サマータイム」一一伸びたタ
方の利益」31)では次のように説く。「夏時間の実施は庭をもつすべての者に恵みをもたら
す。というのは毎夕， 1時間よけいに時間を与えてくれるからである」。すでに毎夕， 2
-3時間，庭いじりをしてきた家庭園芸家たちの間には，疲労や退屈を心配する向きがあ
るかもしれないが，それは全く杞憂である。「夏季の数力月間， 庭園にはじつに様ざまの
仕事があるから，趣味の庭づくりをする者には， トランプをするほどの手軽さで， リラッ
クスした気分にひたれる。したがって，ゅっくりした気分で根気よくやれば，美事な成果
がえられるし，心から庭仕事を楽しむことができる」。芝生のある家では，•夕方は芝を刈
り込むのに好都合である。朝は露がおりていて芝刈機が痛み易いが，夕方はその心配がな
い。夕方はまた苗を移植するのに適している。植えかえでショックをうけた苗は夜のうち
にすっかり立ち直るからである。鍬で除草する仕事もふさわしい。庭や菜園で胡瓜その他
29)荒井政治．「イギリスにおける大衆娯楽産業の発達」関西大学「経済論集」 36巻1号．
1986, pp. 5-8. 
30) A. H. Halsey, Tr切 ds切 BritishSociety s切ce1900, 1972, p. 120 Table. 
31) The Times, 20 May 1916. 
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の野菜を作っている家では，面積を拡げることはできなくとも，さらに 1時間，念入りに
手をかけることによって，収穫の拭と質を向上させることができる。
実施から8日後の紙面には「サマータイムー一日光有効利用の1週間」32) の見出しで，
各地の報告がのっていて興味をひかれるが，その一つに，ノーザンプトンでは，菜園（ア
ロットメント）に対する市民の需要が俄に高まったことが指摘されている。それまで菜園
を耕したことのない者が，土地の管理者に空地の活用を申し出ているのであるが，ふえた
自由時間を趣味と実益に活かしたいというのであろうか。
(2) テューダー・ウォルターズ委員会の住宅改善勧告33)
第1次大戦中 (1914-1918年），住宅の新築が中断したことと， 家賃が統制されたため
に，終戦時におけるイギリスの住宅不足は，極めて深刻な社会問題となっていた。マリア
ン・ボーレーの計算によれば，終戦時の住宅不足は（イングランドとウェールズで） 60万
戸， 1921年には 80万戸を超えていた。多くの復員兵士や新婚夫婦も親戚の家に割り込ん
で，相住まいや間借りをせねばならなかったし，急場をしのぐためには木造の堀立て小
屋，幌馬車，鉄道車輌まで使われたという。それは「過密の状態というよりは，イギリス
人の城の特徴であるプライバシーと独立を否定するものであった」。戦時中， 海岸の都市
では爆撃によって，いくらかダメ ージをうけたが，不足の最大の原因は新築の中断が戦前
からの不足に拍車をかけたことであった。戦時中，必需品の物価統制の一環として， 1915
年から家賃も統制されていた。終戦後は家賃の統制にインフレが重なって，住宅建築はさ
らに妨げられた。物価も労賃も大幅に上昇したのに，家賃は1920年に409,る(1914年レベル
の）しか引き上げられなかったので，労賃・資材コストの騰貴を考應すれば，実質的には
25形の切り下げであった。年13ポンド（ロンドンでは20ボンド）の低家賃では家を建てる
建築業者はいなかった。
1917年7月，：地方自治庁は「イギリス労働者階級の住宅供給に関する建築問題を検討
し，それを経済的かつ迅速に達成する方策を提示」してもらうために，サー・ジョン・テ
32) The Time, 29 May 1916. 
33) Report of the Committee on the Provision of Dwelling for the Working Classes 
in England and Wales and Scotland, Cmd. 1919, 1918; D. H. Aldcroft and 
H. H. Richardson, Building in the British Economy between the Wars, 1968, 
ch. 8; M. Bowley, Housing and the State 1919-1944, ch. 1; A. E. Holmans, 
Housing Policy_ in Britain, 1987, ch. 3; Burnett, op. cit., ch. 8; C. G. Powell, 
An Economic History oj the British Building Industry 1815-1979, 1980, p. 91. 
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ューダー・ウォルターズを長とする委員会を設けた。メンバーの中には，建築家で田園都
市運動家のレイモンド・アンウインも含まれていた。 1918年10月に提出された委員会報告
書で注目すべき点は，園田都市運動の経験をふまえて，労働者の住宅基準を一挙に引き上
げ，政府に質的大改革を決断させたことである。＇すなわち寝室は 3室（戦前は2室）にふ
やし，全室を暖房し，便所を屋内にとり入れ，浴室（戦前はなし）を設けたことと，家屋
の密度にゆとりをもたせるため， 1エーカー (4,046平方メートル，約1,226坪）あたり12
戸以内（農村では8戸以内）に制限し， 2戸ペアーのセミデタッチドと， 8戸（現実には
4-6戸）が連結したテラスハウスからなる，混合住宅をつくることであった。そして冬
でも十分日光があたるように，向いの家との間隔を70フィート (21メートル）以上あける
こととした。委員会が「この国の全般的な住宅基準に重大な影響を及ぼし」，少くとも将
来60年間は最低基準として通用することを意図しただけあって，勧告はたしかに住宅政策
の大転換を示す劃期的なものであった。
テューダー・ウォルターズが構想した住宅街の外観は，曲りくねった小道に沿って田舎
家（コッテイジ）が点在し，樹木や庭園があるという，多分に農村的色彩の濃いもので
あった。道路と家の間は平均22.6フィート (7.53メートル）あり， 前庭を広くとってい
る。レクリエーションのためのオープンスペースを残し，各戸に庭をつけたことは，その
後のイギリスの労働者の生活を質的に向上させる基礎となった。彼の理想を指針として，
翌1919年，地方自令治庁によって具体的な青写真 HousingManualが作られ，地方自治体
表3 住宅ストック10年毎の増加率 1861~1939年
（イングランドとウェールズ）
10年間の最終年 増加率
1861 14.3 
1871 15.2 
1881 15.4 
1891 1. 6 
1901 15.2 
1911 12.5 
1921 3.7 
1931 17.8 
1939 25.0 
（出所） S. Glynn & J. Oxborrow, Interwar 
Britain : A Social and Economic 
History, .1976, p. 227. 
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に建てるべき住宅が指示された。 Manualは「道路のつけ方，スペースの利用法，および
建築を計画的に実施し，全体としての眺望，配置，均整の美を高めれば，余分の金をほと
んど，または全くかけることなく，住宅に新たな魅力をつけ加えることができる」と自賛
している。
(3) 庭つきの家を急増させた住宅政策
両大戦間の20年間に，イギリスの住宅ストックは空前の高率―1920年代17.8%,1930 
年代25彩—で伸びた（表 3)。 1919-1939年の間にイギリス（イングランドとウェール
ズ）では約400万戸が新築された。 1939年3月現在の総戸数がおよそ1,125万戸であったか
ら，全体の35.6%に相当する（表4, 5)。つまり 1939年には，ィングランドとウェール
ズの人口のほぼ％が戦後の新しい家に住んでいたことになる。戦後の住宅の著しい特徴
・ 表4 年次別住宅建築戸数 1919-39年
（イングランドとウェールズ）
年 地方自治体 1（民国家間援助企つ業き） （民国家間援助企な業し） I
1919/20 0.6 
1920/21 15.6 12.9 
53.8) 1921/22 80.8 20.3 
1922/23 57.5 10.3 
1923/24 14.4 4.3 67.5 
1924/25 20.3 47.0 69.2 
1925/26 44.2 62. 8 66.4 
1926/27 74.1 79.7 63.9 
1927/28 104.0 74.5 60.3 
1928/29 55.7 49.1 64.7 
1929/30 60.2 50.1 91. 7 
1930/31 55.9 2.6 125.4 
1931/32 70.0 2.3 128.4 
1932/33 56.0 2.5 142.0 
1933/34 55.8 2.9 207 . 9 
1934/35 41. 6 1.1 286.4 
1935/36 52.4 0.2 272.3 
1936/37 71. 7 0.8 273.5 
1937/38 78.0 2.6 257.1 
1938/39 101. 7 4.2 226.4 
（出所） A. E. Holmans, Housing Policy in Britain, 1987, p. 66. 
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} 251. 8 
86.2 
136.9 
173.4 
217.6 
238.9 
169.5 
202.1 
183.8 
200.8 
200.5 
266.6 
329.1 
324.9 
346.1 、
337.6 
332.4 
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表5 住宅建築戸数 1919-39年
イングランドとウェールズ
1,112,505 
スコットランド
地方自治体
民間企業（国家援助つき）
民間企業（国家援助なし）
合計 イギリス
4;30,327 
2,449,216 
3,992,048 
4,309,425 
212,866 
43,067 
61,444 
371,377 
659 
（資料） Cmd 6153(1940), Royal Commission on the Distribution of the Industrial 
Population, p. 67. 
（出所） Glynn & Oxborrow, op. cit., p. 227. 
は，それが地方自治体の建てた公営住宅にしろ，民間の住宅にしろ，その大部分が「庭つ
きの家」であったことである。新住宅約400万の量的増加とともに，質的向上の素晴らし
さに注目したい。地方自治体が労働者階級のために建てた 110万戸に，政府の補助金を受
けて建てられた43万戸を加えた 153万戸（全体の約38彩）はテューダー・ウォルターズ委
員会の勧告を基調とする「マニュアル」に準拠していたにちがいない。とすれば，戦後の
イギリス人一般の住宅水準の目覚ましい向上は，政府の英断に負うところが大であったと
いわねばならない。
住宅改善， スラム一掃に対する政府の最初の取組みは， クリストファー・アディスン
（自治庁長官，のち保健大臣）の下に 1919年に制定された， いわゆる「アディスン法」
(Addison Acts)34>である。その一つは，地方自治体が中心になって，労働者階級向けの
公営賃貸住宅を建てることであり，他の一つは，民間の建築業者に一戸あたり150-160ボ
ンドの補助金を支給して，住宅建築を促進しようとするもので，財政支出の規模からいっ
ても，当時のイギリス政府の住宅政策に対する真摯な姿勢がうかがわれる。 1922年，戦後
のインフレと物資欠乏の最中で，公営住宅の建築戸数が80,000戸を超えたこと（これを上
回ったのは1928年と1939年のみ）がそれを物語っている。
住宅の質的向上について，さらに 2つの事実を指摘しておきたい。一つは持家が増加し
たことである。表6にみられるように， 1919年と1939年の間に，民間の賃貸住宅は80彩か
ら46彩に減少したが，持ち家の比率は10%から31彩に増加している。もう一つは，戦後の
課税対象住宅は比較的上等の住宅が多くなったことである（表7)。増加が著しかったの
34) Housing and Town Planning ActとHousing(Additional Powers) Act. 
141 
660 園西大學「紐清論集」第38巻第5号 (1989年1月）
表6 イギリス（ブリテン）の住宅保有形態（形）
年 I民間賃貸 1地方自治体賃貸 持 家 I その他
1914 80 1 10 
1939 46 14 31 
1950 44.6 18.0 29.5 
1970 14.9 30.5 49.5 
（出所） Glynn & Oxborrow, op. cit., p. 221. 
表1 課税評価額からみた住宅ストックの変化(%) 1919-39年
（イングランドとウェールズ）
課税評価額
£14以下 £14-£26 I £26以上
1919年のストック 67.6 20.9 1. 5 
期間中のストック増加 29 96 65 
1939年のストック 59.3 27.8 12.9 
（出所） Glynn & Oxborrow, op. cit., p. 235. 
， ， 
7.9 
5. 1 
ムロ 計
100 
47 
100 
は，評価額14-26ポンドの中級住宅で， 1919年には全体の2096であったが， 1939年には
27.8;,lるに上昇している。その住人はおそらく労働者階級の上層部と中流階級下層（ホワイ
トカラー）であったと考えられている。反対に 14ボンド以下の労働者住宅は 67.6%から
59.3形に減少している。ここで，いわゆる上昇浸透（フィルタリング・アップ）のプロセ
スを想定して，所得水準の高い者が庭つきの旧い家から，庭つきの新しい家へ移動し，生
じた空き家に，それまで庭のないテラスハウスに住んでいた者が移動する，というように
順次，より上等の住宅に移動していったとすれば（その実証は困難だが）， イギリス全体
にとってみれば，より多くの者が庭つきの家に住むようになったと考えられないであろう
か。
民間の住宅建築に対する政府の補助金は， 1929年に打ち切られたが， 1930年代ー~とり
わけ1934-1938年ー＿ーはかつてない住宅ブームであった。
表4にみられるように， 1930年代には年平均27万2,000戸の住宅が新築され，ヒ°ークの
1936年には 34万6,000戸に達した。ブームをもたらした要因は，需要と供給の両サイドか
ら考えられる。たとえば， (1)実質所得の、レベルが上昇したこと， (2)自転車，モーターサイ
クル， バス， トロリー バス， 郊外電鉄， 地下鉄など， 交通手段のイノベーションによっ
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て,都市周辺に利用可能な住宅用地が（徒歩通勤時代に比べて）格段に広がったこと， （3）
住宅金融組合（ビルディング・ソサイエテイ）と建築業者の連繋によって，購入金額の95
％まで融資が受げられたこと，住宅金融組合が「借家住まいからの脱出」を勧め，ステイ
タス・シンボルとしての郊外の庭つきの家，健康な環境，新鮮なライフスタイルのイメー
ジを売り込んだこと， (4)1930年代，ことにその初期は建築コストが安かったこと， (5)「大
不況」からの景気回復をはかるため，政府が低金利政策をとったことがあげられる。
（4）園芸の大衆化
戦間期における政府の強力な住宅政策， ことに1930年代の住宅ブームが，郊外住宅の空
前の大拡張をもたらし,園芸の大衆化に拍車をかけた。この事実を，まずラウントリーに
よるヨーク市の二度目の社会調査""eγかα”ル昭γess,A@SWb"Sbc"/助γ"〃qf
Ybγ"（1941）からみてみよう。
ヨーク市（人口約10万）では戦時中の1915-1919年に建てられた住宅はわずか51戸で
終戦時には住宅飢鯉に陥っていた。戦後， 1939年までに，政府補助金による市営住宅が
4,800戸,民間住宅3,700戸（政府補助金つき330戸，補助金なし3,370戸）が建てられた。
その結果，全労働者のうちの4％，約700世帯,2 200人（ホワイトカラーと票鰊職人）は
400平方ヤード（約101坪）の庭をもつセミデタッチド・ハウスに，25％が庭つきの市営住
宅に，約60％は庭がほとんどなく，裏に20-30平方ヤード（5坪半－7坪半）ほどのコン
クリートまたはアスファルトの空地をもつ家に， 11％はなおスラムに住んでいた35)。
「市営住宅はレイアウトの点からみても，気品からいてっも，一流とはいえないが， こ
れまでの家に比べると，そのどちらからみても素晴らしい進歩であった｣。すでに指摘し
ヨーク市営住宅街のレイアウト
(出所)Rowntree,Fb"gγなα"〃B'昭γess,1941,P.233
35)Rowntree,QP.c".,pp.225-251
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ヨーク市の市営住宅街
662
蕊
???、??????
F■■ずF■■■ロオロ■
灘鍵:,誇り･目÷里・雛謹：篭驚蕊騨溌,,P｡.｡.･ロマ｡．■ﾟP砧■.■..｡_▲･BdD●.F錘:g6溌導::::錐?:::己謀'･り｡.や．｡b,ﾛ･･4■｡?■ﾛ･｡■ず.･巳､､bP■.･卜:毎.号･荘．:｡:｡f2.号･骨｡:｡:.gpg･』．：篭溌蕊
蔦
･5．: ｰﾖﾛ目・
● 甲 U 凸 巳
。????。???????‐??。。??????? ? ? ? ? ? ． ? 。 ? 』 ? ? ? ? ? ? ? ? 、 。 ? 。 ? ? ? ? 。 ? ? ? ? ? 、 ? 『 ? ? ? ? 《 ? ? 、 ? ? ?《。』?』』 ? 、?? ?? ?? ??。?。 ?? 》
?????????????、 ， 。 ? ? ? ? ? ． 。 ? ? ? ? ? ? ? ‐ ? ? ? ? ‐ ， ? ? 。 ? 』 ? ? 。 ‐ ? ? 『 ? ? ? ? ? ? ? ? ? ． ? ? ? ? 》 ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ↑ ? 』 ? ? ? ? ? ? ? ? ‐ ? ? ? ? ? ? ? ? 。 。 。 ‐ ‐ ? ? ? ? ? ? ? ? 。 。 。 ? ? ? ? ? ? ? 。 、 ? ? 。 』????》》》? ????????。??? ? ? 。 ?ゃ???? ? 』 ↓ ， ? ? ? 、 ? ? ? ? ? ? ? ? ‐ ?? ???? ????? ?
n ･ぐ
｡,ﾛ.■Jロ
ﾛFTO巴C=■.早▲■傍母
f群:2
（出所)Rowntree,Qb.c".,pp､280･-81.
｢1920年以前には，家と歩道を区切っている12平方ヤードたように， 「 方ヤード（3坪）ほどの空地，
それも一番上等の家にしかなかったのだが，それをあえて庭と呼ばない限り，庭つきの家
はなかった｣。また，かつての労働者住宅は「1エーカーに40戸も50戸も建てられたが，
市営住宅街では1エーカー当たり13戸以下で，10戸の地区もある。平均すると12戸であ
る。主要な道路の幅はたっぷりととってあり，広すぎるところさえある。車道と歩道の間
は約9フィート幅の緑地帯になっており，樹が植えられていることが多い（図参照)｣。
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「どの家にも前庭と裏庭がついており，その広さはふつう200ないし300平方ヤード (50
坪ないし76坪）である。夏のあいだ庭は色鮮やかに燃えている。住人の大部分はかつて庭
などもったことのない家庭であったが，ほんの僅かの期間に，家の回りの荒地を見事な庭
園に変えてしまった。諸君がどの住宅に行かれても，手入れの行き届いた庭園が眼に入る
でしょう。当然ながら雑草の死亡率も極めて高い.I 庭はただ美しいだけでなく，野莱を
作ったり，低い果樹が植えられるほどの広さで，自家用の食料供給にも貢献している。」
1930年代，ョーク市でアルコールの消費が減ったのも，庭つきの家が増えたからではない
かといわれた。「1900年にはバプに代る楽しみは実に乏しかった。実際に快適な家に住む
労働者の数は少なく，庭をもつ者は稀であった。だが今日では，庭つきの快適な家は何千
とある。」余暇時間の過ごし方に関する調査結果をみても， 夏には庭の世話をする家庭が
多いことを示唆している。しかし，庭つきの快適な市営住宅は，低家賃といっても，税込
みで週8-13シリングであったから，そこに住まうことができたのは，労働者の中でも比
較的所得の多い熟練労働者かホワイトカラーであったにちがいない36)0 
戦間期には，庭つきの市営住宅が110万戸，民間でも290万戸新築されたが，それによっ
て新たに 400万の家庭園芸家がふえたわけではない。庭を子供らの遊び楊にした家庭も多
かったであろう。園芸は庭のさまざまの用途の一つにすぎない。また芝刈りや花壇の手入
れが近隣の社会生活のルールになっていたり，前庭の手入れがガラス拭きと同様，借家人
の義務になっていた場合のように，趣味というより，他から強制された園芸も多かったは
ずである。第2次大戦前夜，バーミンガ・ムで実施された住宅調査によれば，庭つきの家で
は96.3鍬庭なしの家では78.1彩が庭を好んでおり，庭好きの家庭の40.9彩は管理良好，
44.3彩がかなり良好， 14.8%が不良であったという。また，第2次大戦中になされた大量
鍋察では， 52形が良好， 30形が普通， 18彩が不良という結果がでている37)。これらの社会
統計やヨーク市の市営住宅街の光景は， 1930年代に園芸が熟練労働者層やホワイトカラー
の間に急速に浸透していたことをうかがわせる。
園芸大衆化の傾向は，園芸関係の出版物にも反映している。たとえば，中流階級向けで
あった AmateurGardening (1884年創刊）が， 1930年代には表紙も内容も一般向けに変
わっており，中には題名まで変更したものもあった。 TheGardnerがそれで， 1920年か
ら初心者向けの PopularGardeningに変身した。新たな大衆向け趣味の園芸紙 Home
36) Ibid., pp. 234-5, 239, 370. 
37) Constantine, loc. cit., p. 397. 
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Gardennigが1928年に創刊され，一方， 1900年創刊の全国紙 Da'ilyExpressでは F.
H. ファージング氏が園芸欄を執筆している。 また戦間期には TheComptete Amateur 
Gardener (1924年）から TheHome Gardening Encyclopaedia (1939年）に至る各種
の家庭園芸書が刊行されたが，市営住宅の住人にも手の届＜値段になっていた。そうした
新刊書の出版には，園芸市場の新しい動向が背景にあったことはいうまでもない。著者の
一人は，「無数の新しい住いや庭園が何千もの熱心な園芸愛好家を生み出しており，昨今
ではガードニングは男子の第一の趣味になっている」と言い，他の著者は「あらゆる発達
の中でも，最も目覚ましいのは，趣味の庭師（アマチュア・ガードナー）の数が大変な勢
いで増加していることで，彼らは自分の家の庭作りに楽しい趣味を見出している」と述べ
ている。・園芸の流行はラジオ番組にもみられた。ラジオは1939年9月にはUK全体で 900
万台， 100軒に73台の割で普及していたが， BBCの園芸の話は人気番組で，担当した C.
H. ミドルトン氏は一躍名士となり， DailyExpressの園芸欄でも活躍した。しかし花作
146 
表 8 余暇活動別時間比率 1969年
イングランドとウェールズ（％）
余暇活動 I男 I女
テ レ ビ 23 23 
吟C叫一し 書 5 ， 
手 芸 4 17 
家 の 補 修 8 1 
園 芸 12 7 
社 会 奉 仕 3 ， 
飲 酒 3 1 
映 画 演 芸 1 1 
非肉体的ゲームとクラブ活動 5 4 
スポーツ 参加する 11 4 
観戦する、 3 1 
遊 覧 旅 行 7 7 
公 園・訪 問・散 歩 5 5 
そ の 他 7 7 
回 答 な し・不 明 3 4 
（資料） Government Social Survey, Planning 
for Leisure (HMSO 1969). 
（出所） A.H. Halsey, Trends in British Society 
since 1900, 1972, p. 553. 
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りが大衆のレクリエーションになったことを最も印象づけたのは，タバコ・メーカーが函
の中に庭の草花を描いた「シガレット・カード」を挿入するようになったことで，花カー
ドは1セット50種に及んだ38)0 
以上のように1930年代，園芸は初めて大衆のレクリエーションとなった。一般に1930年
代といえば，都市ではハンガマーチや手当を受ける失業者の行列のような，暗いイメージ
が浮かぶが，郊外に拡がった新興住宅街ではガードニングが流行し，芝生や花壇が家々の
庭を彩った時代でもあった。しかし1939年から始まった第2次大戦と深刻な食橿難は田園
都市の庭にも押しよせた。「勝利のために掘れ」 (Digfor Victory)のスローガンに呼応
して「庭師の国民」は，芝生も花壇も掘りおこして，ひたすら食福の増産に励んだ。 1944
年にはイングランドとウェールズの住宅の6051るは庭つきであったが， 45.%は野菜や果物を
作っていた。政府の公表によれば，庭や菜園などの生産物は国内で生産される食糧の1096
にも相当したという 39)。労働集約度の高い家庭菜園の成果とみるべきであろう。
庭の利用に関してその後のデーターは見当らないが， 1964年，民間の園芸市場調査40)に
よれば，イギリスの家庭の 10 軒に 8 軒は庭をもっており，その¼は 0. 1ヘクタール (300
坪）以上，半数以上は（家を含めて）ほぼ15mx15m, 70坪以下であったというから，ィ
ギリスの大部分の家庭では， 平均的には小さいが庭をもっていたということになる41)0 
1960年代に入って，車の急速な普及は庭を縮め，レジャー活動に大きな変化を与えたが，
庭とテレビは，家庭中心的レジャー活動の核心として，重要な地位を占めていた。 1969年
の政府のレジャー統計（表8)をみても，園芸はアウトドアー・レクリエーションのトッ
プか，それに近い地位を占めており， 1970年代のガーデンセンター・ブームがそれを裏付
けているように思われる42)。
38) Ibid., pp. 398-99. 
39) Robin H. Best, Land Use and Living Space, 1981, p. 105. 
40) Contimart Ltd. (1964), Gardening Survey, Part I: The Gardening Market in 
Britain, cited by Best, op. cit., p. 107. 
41)ちなみに， 1980年のイギリスの住宅のタイプと保有形態は次のとおりである。
タイプ 保有形態
フラットと貸間 21.% 持 家 • 55.% 
テラス 30 地方自治体からの賃借 32 
セミデタッチド (2戸つづき） 32 民間その他所有の賃借 12 
デタッチド (1戸建） 17 住宅ストック総数 2,154万戸
（出所） J. A. Patmore, Recreation and Resources, 1983, p. 60. 
42) Ibid., pp. 107-8. 
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